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１１月８日の「いい歯の日」にちなんだ取り組みの一つとして、「家

庭歯みがきテスト」を行っていただき、ご協力ありがとうございました。

感想の一部をご紹介します。

寒くなってくると、発熱やセキ、のどの痛みといった症状の

「かぜ症候群」にかかる人がふえてきます。原因となるウイル

スはさまざまな種類があり、感染するウイルスによって症状も

異なります。どのウイルスにも共通した予防法は、「こまめな

手あらい・うがい」です。

今年はインフルエンザの流行が例年より早いといわれ、本校ではすでに先週、学級

閉鎖をしたクラスがあります。一人一人が予防を心がけた生活をしましょう。

乾燥してダメージを受けた皮膚の修復に加え、低体温による免疫力の向上のため、

ビタミンＣやビタミンＢ 2の摂取を心がけましょう。

加湿器やぬらしたタオルを置くな

どして湿度を５０％以上にあげる

の保健目標
「手あらい・うがいをしよう」

★空気が乾燥すると、空気中に

微生物やウイルスが飛散しや

すくなります。

★粘膜や皮膚のバリア機能の低

下や体温の低下に伴い、免疫

力も低下しやすくなります。

◎湿しんは、乾燥により皮脂

が欠乏し、かゆみが主な要

因です。

◎かゆいところをかき壊すと

細菌が侵入し、細菌感染を

引き起こすこともあります。

対策 対策

クリーム等で保湿

栄養のバランス

のとれた食事が

大切です。

【１年生】

きれいにみがけているか

な？と心配しました。

【２年生】

歯みがきのあと自分の歯を鏡で

見て、大丈夫かどうか、確かめ

てから終わりにするといつもき

れいでいられると思いました。
【３年生】

歯医者で歯科健診を受け

て、みがき方など指導し

てもらったので、みがき

方が少し上手になってき

たように思います。奥の

方は見えにくいので、み

がき残しを鏡を使ってみ

がくようにしました。

【４年生】

しっかりと歯をみがくこ

とで、気持ちがよくなり

ます。歯っぴーファイル

をきっかけに毎日しっか

りとみがいていきます。

【５年生】

６月に歯の裏や歯と歯の間がみがけていなかったの

で、その反省を生かしてみがけました。また、歯ブ

ラシの使い方も工夫してきれいにみがけました。

【６年生】

一番奥に新しい歯が生え

てきたので、特にそこを

注意してみがいていま

す。また、出血している

ところは、もっとていね

いにみがきました。

《２年保護者》

最近歯みがきをすると、口の中がスッキ

リして気持ちいいと気づいたらしく、普

段からよくみがくようになりました。

《３年生保護者》

歯っぴーファイルは自分

のみがき方がいいかどう

かが見てわかるので、本

人の自覚につながりまし

た。まだしばらくは仕上

げみがきを続けていきた

いと思います。

《５年保護者》

歯医者さんにも

仕上げみがきの

必要性とみがき

方を教えてもら

ってきたので、

継続していこう

と思います。

《６年保護者》

歯ブラシの買い

換えは親も気を

つけてみるべき

だと改めて強く

感じました。


